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　ミュンヘンとストゥットガルトの間を走るアウトバーン８号線沿いの街
Adelsriedにあるアウトバーン教会（「旅人の守護マリア教会」）は年間30
万人の参拝者があります。一方で、ドイツでは地域の教会を訪れる人が減
少しているという大きな問題を抱えています。ドイツには「アウトバーン
教会」と呼ばれる教会が31あります。アウトバーン（ドイツの高速道路）
沿いに設けられた教会で、アウトバーンを利用する人たちや、近隣に棲み
家や職場をもつ人たちが、魂の安らぎを求め、祈りをささげる場所になっ
ています。｢魂のガソリンスタンド」ともいわれるアウトバーン教会は小さ
なブームになっています。 
　ドイツ東部で、アウトバーン教会として使われている教会の多くが、東
ドイツ時代に社会主義政権のもとで打ち捨てられ崩壊寸前だった教会です。
東西ドイツ統一後にアウトバーン教会として復活したのです。ドイツ西部
のアウトバーン教会には、むしろアウトバーン教会として新たに建てられ
たモダンなつくりのチャペルが目立ちます。 
　私が今年の９月に約一週間ドイツはバイエルン州に滞在したときのこと
です。ベルリンからミュンヘンへ向かうアウトバーン９号線沿いにあるア
ウトバーン教会を訪ねました。教会の塔は高さ36メーターあり、バイロイ
トから20キロメートルほど手前のところにあります。｢カトリック・アウト
バーン教会　聖クリストフォロス（旅行者の守護聖人とされる）・ヒンメ
ルスクロン、バート・ベルネック」と記されています。この教会は、地域
の教会もかねていますが、常駐する神父はいません。教会の中に入ると、
まず教会の立てられた経緯やその歴史、そしてアウトバーン教会の重要性
が説明されています。蝋燭の火が焚かれ、そのかずから耐えず人々が訪れ
ていることはすぐに見て取れました。壁レリーフが飾られていました。礼
拝堂の中に入ると、すでに夕日は沈みつつありましたが、その光はすっぽ
りと上にぬけた天井から正面の祭壇の抽象絵画にまで達していました。私
はふとこの教会にはどのような人たちが旅の途中に立ち寄るのか気になり
ました。後方においてあったゲストブックをそっと開けてみました。すると、
そこには、若くして交通事故で息子を亡くした両親の祈りがありました。
また、事故でなくした親しい人の魂を慰めるための旅をしている途中に、
アウトバーン教会をめぐっているという人たちの祈りがそこにはありました。
これからの旅の安全を祈る人たち、家族や友人の旅の安全を祈る人たちの
姿が、目に浮かんできました。多忙な日々、変わってしまった生活習慣の
ために教会から遠ざかってしまった人たちが、つかの間の心の静寂をもとめ、
祈りの場所を求めている姿がそこにはありました。 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経済学部准教授） 
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